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第５章 成果と課題

１ 模擬株式会社の取り組みの成果

(1) 生徒の回答

生徒のアンケート調査結果からは、次のとおりの回答があった。なお、生徒の記述をそのまま掲

載したが、表現は文意が通るように一部手直しを行った。（ ）内は、生徒の記述内容の特徴を端

的に表せるよう項目化したものである。

・自分一人でこの作業が成り立っているわけではない。周りの人がいるから今があるんだと思うようになった。実

際に社会に出たときのことを想定して動くことが何度もあり、お客様とのやり取りが発生する場面が何度もあっ

た。（受注生産による実社会を想定した動き、他者意識）

・必要なことの確認、期限、日程、報告・連絡・相談などを自分からするようになった。今では、上司や周りに迷

惑をかけたくないと思うことが増えた。自分一人でも出来るようにしないとと考えるようになった。（社会で働

く上で必要なスキルの獲得）

・今後、働く上で必要なことで、前は、「うまく作れるようになりたい。」「楽しくやりたい。」だった。今は、自分

の気持ちよりも相手のことを考えて、お皿を作ったり上司の人や周りに人が困らないような言葉や、行動をしな

いといけない、一番の優先順位（たとえば、卒業製作よりも販売会のほうが先に終わらせるなど）などを考えら

れるようになった。（他者意識に立った作業の仕方やコミュニケーション）

よかったに○をつけたのには、理由があります。今まで、２年間、２年生の最初は「作業だけ」みたいな感覚で、

私は思っていました（仕事を）。しかし、２年生のときから、すべて授業は仕事だと先生に言われてきて、今の

考えでは、今まで学んできたことは間違いではなく、自分が少しでも変われたこと、たとえば見通し（いつまで

に終わらせないといけないかなど）、優先順位（自分のことより、周りのこと優先、人がかかわっていること）、

報告、連絡、相談（仕事がしやすい環境をつくるために、また、周りの人を困らせないなど）、確認もしすぎる

と、周りの迷惑になることや、自分の役割をはたしてから自分のためになることを考える、行動するなど、今ま

で２年間一日中取り組んできました。今は、作業だけではなく、全ての授業を仕事だと思っているので、よかっ

た、に○をつけました。（キャリア教育の観点から、生徒にとって分かりやすくするために、全ての活動を仕事

として押さえ、教科の授業は仕事を効果的・効率的に進めるための観点や方法を研修する場とする）

・１年生の時と比べて、製品を作るときにお客さんのことを思って丁寧に作るようにしたり、デザインや色なども

自分で考えられるようになりました。また、時間を意識して取り組んだり、見通しといってだいたいの流れを立

てたりし、先のことを考えながら取り組めるようになりました。その他には、失敗が怖くて何もやらなかったり、

人に頼ってばかりいましたが、挑戦することによって今までできなかったことができるようになったり、与えら

れた仕事は最後まで責任を持って役割を果たさなくちゃいけないと思うようになりました。失敗したら、それを

取り戻すために周りのために何かできることを探して取り組んだり、修正していく力もできるようになりました。

（受注生産による他者意識とよりよい製品の製造の工夫、見通しをもった仕事の進め方、責任感、修正する力）

・自分たちのやっていることを会社に役に立ちたいという思いに変わったり、将来働く上でも大事になってくるの

で、とても勉強になりました。また、自分の役割を理解しないで物事を進めてしまうと、それが失敗につながっ

てしまうので、自分のこともそうだけど、周りのために何かしたり、迷惑をかけたくないという思いを持つこと

で仕事をするときに意識や考え方がだいぶ変わりました。何回も見通しを立てることをやっていくことで、今度

は見通しを立てなくてもいいことがあるので、必要なときに見通しを立てることの大事さを学びました。３年生

のとき、ＰＤＣＡサイクルをやり、今中生との交流学習があって振り返りシートを書いたときにＰＤＣＡをもと

に振り返りをしたことで、失敗したときに次どうしなければいけないか手立てが考えやすかったです。また、こ

のような振り返りをすることで、自分はこういうときに失敗してしまうんだなと、後先のことを予測できるので

振り返りはとても大事だなと思います。（組織に貢献する意識、チームワーク、見通しをもつこと、ＰＤＣＡサ

イクルによる振り返りと改善方策の立案）
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・失敗をしたら、他の人に迷惑がかかるので、迷惑をかけないようにしたこと。確実な仕事をするために、聞かれ

たことを理解すること（できていなかったら、もう一度聞く）。１・２・３年の交流が増えてより多くお客さん

に満足のいく皿を作ろうと思ったこと。（確実な知識理解、質の高い製品の製造）

・意識や考えで変わったところは、学校祭に向けての製品作りなどの動きや、商品知識などの考えが変わったとこ

ろだと思います。今までよりも仕事や製品に対しての向き合い方が変わり、失敗をしたときに周りの人への被害

の大きさがわかりました。より仕事に対しての気持ちの入れ方が変わったと思います。どうしたら会社のために

つながる働きができるか考えるようになり、意識することが増えました。（商品管理、商品知識、正確な業務の

推進、組織への貢献意識）

・学校祭などの売る個数や何個売れたかなどをはあくしたり、作業中の行動でいつまでにどのぐらい終わらせるか

などを考えるようになりました。（売り上げ計算、納期の意識）

・いらいらしないでしごとをする。（仕事のための自己統制の意識）

・１つでも多く製品を多く作るという意識が増えたと思います。（生産性の向上の意識）

・自分自身が仕事だと思って、各学科の製品を一生懸命作ったりなどの頑張りが見られるようになったと思います。

（会社意識を持つことによる努力する意欲や態度の獲得）

・自分が仕事をしたときと同じように、物を作って売ってということで、利益が出るなどのことが分かるようにな

りました。（会社の仕組みの理解）

・私は役員をしましたが、前は作業は自分のためにあると考えていましたが、イマカネファクトリーができてから

は会社のためと商品を買うお客さんを想像できるようになった。（会社設立による組織に対する意識と他者意識

の獲得）

・製品のことも考えることがいっぱいありましたが、みんなのいけんもたくさん出ていたので、よかったです。

（製品と仕入れ商品の増加に伴う、話し合いの活性化）

(2) 生徒の回答に見る意識や考え方の変化

模擬株式会社になってから、次のとおりの変容がアンケートの生徒の記述から見られた。

① 生徒の生産に対する考え方の変容

これまでの作業学習では、「自分の目線でお皿を作っていた。」、「うまく作れるようになりた

い。」や「楽しくやりたい。」など、生徒の生産に対する考え方は、自分目線の範囲内にあり、個

人目標の達成を目指して取り組んでいた。

模擬株式会社になってからは、受注生産を増やしたことにより、次のとおりの変容が見られた。

（生徒の記述内容に見られる変容）

・「より多くお客さんに満足のいく皿を作ろうと思った。」や「お客さんのことを考えて丁寧に

作るようにしたり、デザインや色なども自分で考えられる」ように変化した。

・「挑戦することによって今までできなかったことができるようになったり、与えられた仕事

は最後まで責任を持って役割を果たそうとする」ようになった。

・「１つでも多く製品を多く作るという意識が増えた」と自覚できるようになった。

・「自分自身が仕事だと思って、各学科の製品を一生懸命作ったりするなど」頑張れるように

なった。

・「自分たちのやっていることを会社の役に立ちたいという思いに」変わったり、「会社のため

に何をするか」を考えるようになった。

・作業以外の授業も、毎日の作業や将来の仕事をより上手に行うことにつながっていることが

分かり、自ら変わろうと意識的な努力を重ねるようになった。

生徒の記述内容からは、「受注生産による実社会を想定した動き、他者意識」、「会社意識を持

つことによる努力する意欲や態度の獲得」、「受注生産によるよりよい製品の製造の工夫、見通し

をもった仕事の進め方、責任感」、「生産性の向上の意識」、「組織（会社）への貢献の意識」な

どの向上が見られた。
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② 習得意欲・作業意欲の向上

これまでの作業学習では、「期限内に何枚作るという納品日がなかった。」、「校外からの受注

品がなかった。」、「丁寧に皿を作っていなかった。」などから、正確な知識や技術を身に付けよ

うとする意欲が必ずしも高いとは言えない状況にあった。

模擬株式会社になってからは、受注生産を増やしたことにより、次のとおりの変容が見られた。

（生徒の記述内容に見られる変容）

・「製品のことも考えることがいっぱいありましたが、みんなの意見もたくさん」出るように

なった。

・「先生方に組織図の理解の仕方を聞きに行ったりしたので、今では自分でも書けるようにな

りました。」

・「期限内に皿を作るようになった。」

・「実際に社会に出たときのことを想定して動くことが何度もあり、お客様とのやり取りが発

生する場面が何度もあった。」ことで、規格に応じた製品を作ろうとするようになった。

・「失敗をしたら、他の人に迷惑がかかるので、迷惑をかけないように」失敗しないように作

業を進めるようになった。

・「確実な仕事をするために、聞かれたことを理解する」ようになった。

・「メモにまとめたことを舎に帰ったときに」、「迷惑をかけないために、メモしたことをまと

め直した。」

・「今日１日の振り返り」をするようになった。

・「今日の自分の給料はいくらになるか自己評価して計算して、給料を増やすための行動、仕

事」をするようになった。

・全体像を把握して行動し、他の人の仕事の手伝いをした。自分の役割を果たすために、責任

を持って確実に仕事をした。

・「商品知識などの考えが変わった。」

生徒の記述内容からは、「話し合いの活性化」、「自ら学ぼうとする意欲」、「見通しをもった製

造意欲」、「納期を守る意識」、「質の高い規格に沿った製品製造方法の工夫」、「正確な製品製造」、

「確実な知識の習得」、「振り返り」、「仕事ぶりの自己評価」、「責任をもった仕事」、「製品や商

品の知識の深化」などの向上が見られた。

③ 社会で働くために必要な業務スキルの獲得

これまでの作業学習では、「うまく作れるようになりたい。」「楽しくやりたい。」などから、

製品を楽しく製造するという製造に意識が焦点化された状況であった。また、「個人個人で作業

をしたり」、「報告・連絡・相談もあまりやらないでコミュニケーションもあまり取っていない。」、

「お皿を作るにあたって個人でどんどん作って、全体の調整を先生方がしていた。」、「自分一人

が作る製品だけを気にしていられた。」など、チームとしての組織化された製品製造ではなかっ

た。そのため、業務スキルの獲得に必要感を感じにくい状況にあった。

模擬株式会社になってからは、受注生産を増やしたことにより、次のとおり社会で職業生活を

送る上で必要な業務に関する幅広いスキルを獲得するようになった。

模擬株式会社になってからは、受注生産を増やしたことにより、次のとおりの変容が見られた。

（生徒の記述内容に見られる変容）

・「失敗したら、それを取り戻すために周りのために何かできることを探して取り組んだり、

修正していく力も」身に付けるようになった。

・「時間を意識して取り組んだり、見通しといってだいたいの流れを立てたりし、先のことを

考えながら取り組めるようになりました。」

・「見通しを立てることをやり、（納品）期日がわかっていて、そのために１つあたりの時間と

残り時間を考えた仕事の取り組みをした。」
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・「自分の気持ちよりも相手のことを考えて、お皿を作ったり上司の人や周りに人が困らない

ような言葉や行動」をするようになったり、一番の優先順位を考えられるようになった。

・「学校祭などの売る個数や何個売れたかなどをはあくしたり、作業中の行動でいつまでにど

のぐらい終わらせるかなど」を考えるようになった。

・「いらいらしないでしごとをする」ことを気をつけるようになった。

・「必要なことの確認、期限、日程、報告・連絡・相談などを自分からするようになった。」

・「上司や周りに迷惑をかけたくないと思うことが増えた。自分一人でも出来るようにしない

とと考えるようになった。」

・「見通し、報告、連絡、相談（仕事がしやすい環境をつくるために、また、周りの人を困ら

せないなど）、確認もしすぎると、周りの迷惑になることや、自分の役割をはたしてから自

分のためになることを考える、行動するなど」に一日中取り組んできた。

・「組織図を使ってわかりやすく動いたりなど本当に卒後の職場を想定した動き方をした。」

・「組織図を使ってみんなと関わる場面で、自分もしっかり全体のことを把握するようにした。」

・「生徒だけでなんでも進められるようにした。」

生徒の記述内容からは、「他者意識に立った作業の仕方やコミュニケーション」、「売り上げ計

算、納期の意識」、「仕事のための自己統制の意識」、「社会で働く上で必要なスキルの獲得」、「他

者意識に立った作業の仕方やコミュニケーション」、「キャリア教育の観点から、生徒にとって分

かりやすくするために、全ての活動を仕事として押さえ、教科の授業は仕事を効果的・効率的に

進めるための観点や方法を研修する場という考え方」などの向上が見られた。

④ 障がいの自己理解と長所を生かした責任ある業務遂行の意識化・行動化

これまでの学校の学習では、「自分の障がいと向き合う時間」が個々の生徒に応じて十分に設

けられてはいなかっため、目の前の課題から逃げて作業に集中できない生徒もいた。また、作業

学習が教師に指示に添った個人個人の作業となっていたたため、生徒相互の話し合いや学びが少

なく、他者の助言を受け入れて考えたり、他者のよさに気付いてほめたり助言したりする機会が

少なかった。

模擬株式会社になってからは、受注生産に伴って納期を守った製造や、「組織図」や「○○担

当」など、自分の働きが会社にどのように貢献できるかを実感できるようになってきたことや学

級で障がいと向き合う時間を設けたにより、「自分の障がい特性と課題を理解して、改善のため

の手立てを考えること」や「長所をどのように生かすか」など、責任を持って取り組むために自

分ができることをノートに書いて、試行錯誤しながらも取り組むようになった。

（生徒の記述内容に見られる変容）

・「逃げずに障がいを知って自分自身を知ることができて、少しずつだけど自分のことを好き

になっていくことを学びました。」

・「今までは個人でやってきた作業も仲間とペアやグループを作って、会社の組織みたく動く

ことが増えたので、自分はどの立場にいてどんな仕事があるかすぐに分かるようになりまし

た。」

・「自分の役割を理解しないで物事を進めてしまうと、それが失敗につながってしまうので、

自分のこともそうだけど、周りのために何かしたり、迷惑をかけたくないという思いを持つ

ことで仕事をするときに意識や考え方」が変わってきた。

・「ＰＤＣＡサイクルをやり、今中生との交流学習があって振り返りシートを書いたときにＰ

ＤＣＡをもとに振り返りをしたことで、失敗したときに次どうしなければいけないか手立て」

を考え、改善できるようになった。

・「このような振り返りをすることで、自分はこういうときに失敗してしまうんだなと、後先

のことを予測できる」など、障がい特性と課題に向き合い、改善のための手立てを考えるこ


